
報告事項：第２号 

 

令和３年度事業計画の件 

 

2020年は、新型コロナウイルスによる「パンデミック」に染まった年となりました。緩やかに

失速しつつあった日本経済が受けた影響は甚大であり、緊急経済対策や補正予算等により一部で

持ち直しの動きが見られるものの、全体としてはコロナ禍前の状況を大きく下回っており、感染

拡大の収束が見通せない中、社会経済の復調にはなお時間を要するものと思われます。 

これまで比較的穏やかに推移してきた不動産市場にもコロナ禍による大きな変化の兆しが

見られ、宿泊、飲食、観光系のダメージが大きい一方で、ｅコマースなど流通系は伸び、テレ

ワークの普及等によりオフィスや戸建て住宅に対するニーズも変ってきています。 

このような状況の下、宅建試験や法定講習、各種研修や会員交流など多人数の集会を基本

とする本会の事業活動は大きな制約を受けることとなり、コロナ対策に振り回されましたが、

いち早くＷｅｂ会議の体制を整えるとともにＷｅｂ研修に積極的に取組むなど、コロナ対応

によってデジタル化など課題への対応が加速できた面もありました。 

今年度の事業運営にも困難が伴うことが予想されますが、「ウィズコロナ」時代に対応できる

公益社団法人として、デジタル化の推進など変化する社会的要請に応えるため、京宅研究所

において様々な課題への対応方策をワーキングチームで検討し、実践していきます。  

活動の中心となる公益目的３事業については、空き家対策等での自治体との連携、更には

関係他団体との連携を進め、相談会の開催、空き家相談研修・相談員登録の拡充などに取り組む

とともに、京都府からの委託事業である宅建業免許の新規・更新の受付と現地(事務所)調査、

宅建士証交付などの関係事務、並びに宅建士試験や法定講習などの業務を、ウィズコロナ仕様

への変化を取り入れつつ着実・的確な執行に努めてまいります。 

同時に、会員の生業につながる仕組み・環境づくりについては、書式作成システム、ＷＥＢ

研修システムなど全宅連の「ハトサポ」を大いに活用しながら、コロナ対策上の制約が多い中

ではありますが、支部活動に加えて会員ビジネス交流会・女性部会・京都宅建青年部会・グラン

エイジクラブによる会員各層のニーズを反映した効果的な会員支援を目指してまいります。 

協会運営においては、新入会員数の微増があるものの先行きは不透明であり、楽観を許さない

財務状況を見据え、引き続き新入会員の確保に知恵を絞るとともに、協会ホームページへの業務上

必要な公的情報の一元的掲載、ＦＡＱの充実などを進め、併せて事務の効率化を図りながら、

コンパクトな事務局体制での円滑な会務運営と健全な財務運営に努めてまいります。 

以上を踏まえて、本年度の重点事業並びに各委員会等の事業を下記のとおり推進してまいり

ます。 

記 
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［重点事業計画］ 

【公益目的事業】 

１．不動産に関する調査研究・情報提供事業 ＜公益目的事業１＞ 

⑴ 不動産に関する調査研究・政策提言事業 

⑵ 不動産に関する情報提供事業 

２．不動産取引に係る教育研修・人材育成事業 ＜公益目的事業２＞ 

⑴ 宅建業者を対象とした教育研修・人材育成事業(研修会の実施等) 

⑵ 宅建業従事者等への教育研修制度の周知 

⑶ 宅地建物取引士等を対象とした教育研修・人材育成事業(宅地建物取引士法定講習・

試験等) 

３．不動産取引等啓発事業 ＜公益目的事業３＞ 

⑴ 一般消費者への啓発事業 

⑵ 社会貢献事業 

【共益事業】 

１．会員業務支援事業(賃貸管理業務、全宅住宅ローン事業、研修業務) 

２．協会・ハトマークＰＲ業務 

３．会員親睦・福利厚生事業(各種会員親睦大会の開催等) 

４．会員交流事業(会員ビジネス交流会・属性部会) 

【法人管理会計】(法人管理事務) 

１．法人の管理・運営業務(会員増強、入会促進、入会審査、新入会員等義務研修、会員情報

管理、免許更新指導、定款等諸規程等整備、総会及び理事会等開催業務等) 

２．財務処理業務(監査業務含む) 

３．協会組織(事務局体制含む)の整備及び事業の検討業務 

４．本部・支部連絡調整業務 

５. 協会ホームページの運営 

 

［各委員会等事業計画］ 

Ⅰ．情報提供委員会・・・・不動産に関する調査研究・情報提供事業(公益目的事業１) 

１．不動産広告表示実態調査業務 

２．「不動産の表示規約・景品規約」の周知・指導を目的とする研修会の開催 

３．宅建業に関連する諸問題の調査研究・政策提言 

４．行政等の都市・住宅・建築等に関連する施策への協力 

５．安心Ｒ住宅事業に関する委託業務 

６．京町家保全・継承のマッチング事業 
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７．(公社)近畿圏不動産流通機構のサブセンターとしての諸施策の推進 

８．不動産統合サイト事業の推進 

９．不動産流通センター業務規則等の違反会員への審査請求があった場合の厳正かつ公正

な審査 

10．倫理綱領・倫理規程等の違反に対する措置(組織運営委員会と合同) 

11．広報誌の発行 

12．協会ホームページの運営 

 

Ⅱ．人材育成委員会・・・・不動産取引に係る教育研修･人材育成事業(公益目的事業２) 

＜専門研修・啓発＞ 

１．宅建業者を対象とした教育研修会・人材育成事業の実施(保証協会京都本部と共催) 

２．宅建業従事者等への教育研修制度の周知 

３．関係法令の改正に伴う京都宅建の独自書式等の改訂 

＜委託業務＞ 

１．宅地建物取引士資格試験の実施 

２．宅地建物取引士法定講習会の実施 

３．宅地建物取引士証の交付業務の実施 

４．宅地建物取引業の免許新規申請・更新申請・変更届出及び宅地建物取引士の資格登録・

変更登録に係る受付業務等の実施並びに申請者に対する指導 

５．京都市内における新規免許申請者の事務所調査 

 

Ⅲ．社会貢献委員会・・・・不動産取引等啓発事業(公益目的事業３) 

＜不動産相談＞ 

１．宅地・建物の取引及び建築・関係法令に関する相談の実施(苦情解決・研修業務委員会

と合同) 

【本部】毎週火曜日・金曜日  【北部】毎月第１・第３火曜日 

２．保証協会社員との間における宅地建物取引により生じた債権に関する相談案件の苦情

解決・研修業務委員会への送致 

３．役員研修会の実施(苦情解決・研修業務委員会と合同) 

４．不動産無料相談所の強化及び整備充実 

【亀岡市(第五支部)】毎月第３土曜日 

【長岡京市(第五支部)】偶数月第３火曜日 

５．各種広告媒体(新聞広告・公用車)による不動産無料相談所のＰＲ 

＜地域活性＞ 

１．一般消費者への啓発及び社会貢献活動 
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Ⅳ．業務サポート委員会・・・・会員業務支援事業(共益事業) 

１．会員サポート事業の会員周知及び利用促進 

２．協会・ハトマークＰＲ業務 

３．広報誌の発行 

４．協会ホームページの運営 

５．会員の業務相談の実施 

６．会員対象「法律相談」(顧問弁護士)の実施 

７．関係他団体との連携 

８．グランエイジクラブ(ＧＡＣ)の行事及び予算管理 

９．京都宅建青年部会の行事及び予算管理 

10．女性部会の行事及び予算管理 

11．(一社)全国賃貸不動産管理業協会京都支部(全宅管理)事業の合同実施 

12．本部球技大会(ソフトボール・ゴルフ)の行事及び予算管理 

13．会員ビジネス交流会の行事及び予算管理 

14．その他、会員対象の実務サポート事業全般 

 

Ⅴ．組織運営委員会・・・・会務の総合管理・運営業務(法人管理会計) 

＜総務部門＞ 

１．支部運営に関する業務 

２．新入会員及び新任代表者に対する義務研修会の実施 

３．定款等諸規程の整備及び作成 

４．入会案内リーフレットの作成 

５．新入会員増強の推進 

６．定時総会の会務運営 

７．研修会の実施 

８．会館の補修並びに維持管理 

９．役員傷害保険業務 

10．京都府及び関連団体との連絡協議会の開催(必要の都度開催) 

11．協会ホームページの運営 

12．協会・ハトマークＰＲ業務 

＜財務部門＞ 

１．収支予算執行及び金銭執行並びに在庫管理 

２．財政計画の検討並びに収支予算案の作成 

３．会費「自動引き落とし(口座振替)」の促進 

４．会費徴収及び徴収不能会員に対する整理と処分手続の推進 
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５．保証協会会費徴収への協力 

６．会館建設借入金返還に関する残務処理 

＜入会審査＞ 

１．入会申込者の資格審査(定例審査及び随時審査) 

２．免許更新審査(免許更新該当会員に対する審査) 

３．入会審査基準の再検討 

４．会員の懲戒に関する業務 

５．会員間の取引に関する紛争の調停 

６．倫理綱領・倫理規程等の違反に対する措置(情報提供委員会と合同) 

７．新入会員増強の推進(総務部門に協力) 

８．入会申込書・免許申請書ダウンロードシステムの整備 

＜開業支援センター＞ 

１．宅建業新規開業・協会入会手続き及び宅建業免許新規・更新申請、変更届出の補助業務 

 

Ⅵ．京宅諮問会議(法人管理会計) 

１．会長よりの諮問に対する審議(政策提言書(案)の作成等) 

 

Ⅶ．京宅研究所(法人管理会計) 

１．特定の検討テーマについて調査・研究(検討結果を実践的提案として報告) 

 

Ⅷ．各支部事業 

【公益目的事業】 

１．宅建業者を対象としたハトマーク研修会の実施 

２．社会貢献事業(環境美化活動、行政主催の各種行事イベントへの参画等) 

【共益事業】 

１．会員親睦・福利厚生事業 

【法人管理会計】(法人管理事務) 

１．支部の管理・運営業務 

  各種役員会の開催 

  支部会員への広報業務(ホームページ・支部だより) 

２．会費徴収業務 

３．入会審査業務(免許更新審査を含む。) 

４．役員選出業務 
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